
 

 

 

地域公共交通活性化協議会専門部会審議概要 

 

１．審議した専門部会名 

第9回北広島市地域公共交通活性化協議会専門部会（地区間交通・交通空白地域検討部会） 

 

２．審議した日程・場所 

令和2年9月2日（水）午後13時30分から（市役所5階委員会室） 

 

３．主な議論 

  ・（委員）通学による利用としては使いにくかったのではないか。 

    →（事務局）大曲地区～北広島西高校間はスクールバスが別に1往復運行している 

  ・（委員）状況をよりよくしていくためには、何ができるのかというのは検討していく必要がある。

利用状況を見ると新規で運行させることは難しいが、新たに走らせるのではなく、既存の路線を

うまくつなぐという施策もあるかと思う。乗り継ぎ割引は可能か。 

    →（委員）バス同士の乗り継ぎ割引を適用している例はほとんどない。また、システム改修や

他社乗継になるので、その精算方法など課題は多い。 

  ・（会長）利用状況を見ると、新設ということにはならず、現状からは見送りが妥当と思われるが、

場合によっては乗り継ぎ割引についても継続的に考えていくということでよろしいか。 

    →（全委員）了承 

 

４．審議事項 

  ・事務局案：一部期間が冬休み期間であったため高校生等の利用が見られたこと、三井アウトレッ

ト以外の利用も一定程度見られたものの、全期間の利用者数が138名であり、1日平均

6.9人であることを考慮すると、本格運行を見送ることが妥当である。ソフト的な施策

については状況も踏まえながら継続的に検討していく。 
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